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思考過程 の「短絡」

清 水 哲 也

あの 「くすり」 をのんでから、こうなった、あの検査

を受けてから 「工合」がわるいといった、因果関係の短

絡に、とまどうことが多い。

なかには、なるほどと思うこともあるが、大部分は医

学的には荒唐無稽な 「思いこみ」にすぎず、llを あんぐ

りあけて、患者さんの顔 をあらためて眺めることもあ

る。

ところで、このような思考過程における論理回路の短

絡が、一方的に患者側にのみみられる現象かというと、

さにあらず医師側にも結構多いようである。

某月某日、さるにて消化器領域にfaけ る超音波診断の

「大先生」より患者さんのご紹介 を頂いた。件の書簡に

曰く、「卵巣癌です、緊急手術の要あり」。大先生のご託宣

であるから、恐れかしこんで内診をしたところ、どう考

えても、この腫瘤の位置が直腸内肛門側 にあるように思

えてならず、そこで、あらためて 「問診」をとりなおし

たところ、この患者さんは、実は4日 前に胃のバリウム

検査を受け、それ以後、便通がないことがわかった。そ

こで再度、内診台にあがって頂いて診察 をしたところ、

タイミングよく、患者さんは突然、顔を真赤にして怒晴

をはじめ、その腹圧 を加えるごとに会陰部 というか、肛

門周辺部がもりあがり始めたのである。肛門鏡をかけて

視診をこころみるに、自いバリウムが核 となっている 「糞

石」であることがわかったのである。怒晴は強烈をきわ

め、顔貌が苦悶状 を呈して来たので、「子宮内容除去術」

の際に使用する器具を使って%位 ずつに分割 して、糞石

の除去にようやく成功 した、,この硬固な糞石を分割する

のに力が入って思わず、「なに糞〃」などとわめくものだ

から、後に、kって介助 していた看護婦さんが吹き出す始

末。

子宮後下方の 「充実性エコー」→ 卵巣癌と思考過程を

短絡 した結果が、このような誤判断に陥った原因と考え

られる。もしもこの超音波診断学の大先生が、この患者

さんは実は4日 前に胃バリウム検査を受け、それ以後、

便通がないという 「問診情報」を確実に把握していれば、

このような診断回路のショー トはおこりえなかったかも

知れないし、あるいはまた、超音波診断である限 り、「異

常所見が存在するか?」 という存在診断、存在するとす

れば、「音響学的に如何なる性状であるのか」という性状

診断、そして最後に印象(impression)、 「自己の過去の

経 験 か ら、 も っ とも 考 え られ る もの は」 とい った 思 考過

程 をた どって 行 け ば 「卵 巣 癌 、 緊急 予術 を要 す る」 と い

った 誤 りはあ る程 度 、 さけ えた の では なか ろ うか。

第2話 は、私 の6年 先輩 の!JP{70こ の 先輩 の 内 診所 見

の 正確 さはか ね て定 評 の あ る と ころ で、 私の も っ とも尊

敬 して い る婦 人科 医 師 の お ・人 で あ るn手 拳 大 の 子宮 筋

腫 と内診r、 確 信 を もっ た が、 そ の あ とで見 せ られ た超

音 波断 層 の ポ ラロ イ ド写 真 があ ま りに もス ポ ッとぬ けた

像 、 っ ま りcysticpatternを 呈 してい るた め に、迷 い に

迷 った あ げ く、卵 巣 の う腫 と診断 名 を変更 、数 日後 に開

腹 した ら、 子宮 筋 腫 で あ った とい う。 これ な どは 、 な ま

じ誤 っ た画 像情 報 が与 え られ た た め に、 診断 に至 るdec-

151011treeの た ど り方 を誤 った もの で あろ う。

この 先 輩 もま た思 考 回路 を短 絡 した もの で、 子宮 を何

故 、卵 巣 と誤 っ たの か を考 えて み よ う。超 音 波 断層 法 上

で の子 宮 で あ る と い う証 拠 は 、尿 をみ た した膀 胱 の底 面

にあ た る部 分 に ダ ブル ラ イ ン とい われ る、膣 壁 に相 当 す

る2本 の 線状 の 画 像 が認 め られ、 この ダブ ル ラ イ ンを上

方 に た ど るこ と に よっ て子 宮 とい う臓 器診 断 が 可能 にな

る。 件 の 先輩 は この思 考過 程 を一 つ 省略 した こ とに よ り

r宮 を卵 巣 と誤 判 断 した わけ で あ る。

次 に、 た しか に均 質 な子宮 筋 腫 は超 音波 画像 上、 袋 に

水 がた ま った よ うな、 い わゆ るcysticpatternを 呈 す

るこ と があ る が、 この場 合 で も 、感 度 を さげ て行 くと、

筋腫 で あれ ば、 筋 腫底 面 の 輪郭 は消失 す る筈 で あ る。 と

ころ が も しも、 袋 に水 がた ま っ た卵巣 の う腫 で あ れば 、

い か に感 度 を さ げて行 って も、腫 瘤底 面の 輪郭 は消失 し

な いの で あ っ て、 この 感 度 断層 法 の概 念 を無視 して、子

宮 筋 腫 を卵 巣 の う腫 と誤 診 して しまっ た次 第 で あ る。

「思 考」 をた ど る際 、 その 論理 回 路 の短 絡 が い か に、 こ

との 判 断 を誤 らせ るか を ま ざま ざ と見せ つ け て くれた 好

例 であ る。

そ して 、 えて して 「感 情」 に走 る と、 この傾 向 に拍 車

が かか る もの で あ る。

と ころ で、「お前 は 一体 ど うな ん だ、や けに さと り切 っ

た よ うな こ と をい うけ ど も?」 。

しか り、「感 情 」に よ って思 考回路 を常 時 短絡 させ て い

る短 絡 人 間の 最 た る もの と自覚 して い るが 、この 「病 気 」

は 多分治 癒 に至 るこ とは な いで あ ろ うと 「自 己診 断」 し

て い る。(産 婦 人科 学 講座 教授)
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海外だより

晩香披 (vcR) にて

長 和 彦

世 界 をlin〔.`」 巡'て へ た 八 力で、 」肢f姪 に 安f!=.を ∫艮め て,★1'

ズぐ%Kる 街 が.こ のV(;Rだ そ)で す...二 二 に は ロ ー マ の

[埜 史.も 八 リ の 畳'r緯・車か さ も.L7.ヨ ・ ケのlii缶tも あ り ま ・tr

ん か 、 人(ノ)心 を な ご ま1士 ～～ 正[..い 海 や 山 が あ り 、 そ れ か

1"∫物 に も 換 え 難 いvcｺzの 魅 わ に な ・て い る よ う に 思 わ

れ 上 すrl私 が そ 〆LなVCRに 到 着・した の は 日乍年 の9月16

日で 、 折 し も 街 全 体 か 卒火雨 に 洗 わ れ て、L>と り とLた

風 情 を 漂 わ ヤ て お り 、 大 変 溶 ち 昔 い た 街 と い う の が 第 一

II」象 で・Lた.1

、7(.:rtlよB!・i亀ivf1(}{.pl匙jfrliレia(13(二}」 」脚1馳1'授一k♂)剤 ～r十f・C'、

八ll糸 勺125ノ ∫(子草i㌧L斉「lllfS/ド',・)を1+itし 、 トロ ン ト,-E=

ン ト リa一 ル に次 ぐ'カ ナ ダ 第 え番 目 の 都 会 で・す=VCR

は 一ノ レ ザ 沖∫び)汐∫口 にf症 置 【..、し か も41-i毎 か ら;よ 、1;方

～皮.堤の よ う に 長 く横 た わ る ノ./ツ.バ.島 に.よ.)て 、綴iら

れ て い る κ然 の 良 港 でlriC川 の 豊 富4森 林 、 鉱II1資

1原、 水 産 牛勿、 更 に ア'ル パ ー ク州 ♂)→ イ ル サ ン ド.rマ ーニト

パ州 の 小 麦 等 の 輸 出 、 日 本 な ど か らの 自 動 車 、 カ メ.ラ 、

電r・ 機 器 等 の 輸 入 と 、 将 に カ ナ ダ の 四'の 玄 関 と い..った と

.二ろ で す 「 殊 に最 近 、 地 理 白勺、 糸科 斉的 に もH本 を1よLめ

と.1る 太/乏 洋 冶 岸 諸[1ヨ に 対 す る 関 心 が 深(、Unicersitc

(・rBritishC`,lu!nbia(UBC)の 中 に は ア シ ア 研 究 の 講

どk.も あ り 、 そ(ノ)1瑚'〔、・σ)rxさ をuiわ ぜ よ す...VcRし7)気flケ ㌔

は 、 太'ド1覧 をF買 滑こす る1毎1充 ぴ)1剃f系 も ち つ て;rinm日愛で㍗、 ・冬

に随ヨ'力事牽・♪て'ヨ=、 ラ,、 全 宍衆㌧樗(ノ)ない 珪こも 甜プギ らL(

な い 柱 で 、 他 び)カ ナ ノの 地 域 か ら み る と 想 像 も 出 来 な い

く ら い五さかで・す..そ の 為 か 、 人 口 の(AIL人 力 多(、 お・お む・ね

イ ギ リ/,系 住 民 かi%、 ト イツ 系6.9%、 中 国 系3.6%、

[透ゴξ.こノ、ソノン ジ ・ナー1ごラ',〒で、-4ラ ン タブ系 、1京fi三 イ ンーノ='イ17ン 、

聰ソク ラ イナr:と 糸先 き
、ll弄 ト人 は1%エ ユFと い う牛緯F友 で＼

名」受方芙社 会・タ・形il茂[.て い.{三dケ 朱に 、BC・ 月¶1よイーt'リ ・ζ

妥7こ千多⊥忌プ)害ur† カ㍉1ヤ;し、ノ・v)カ・、 、[ち ら カ・ヒ 、書う、レf呆 、下rl勺な

Ijllノジ・鍾:く 、 そ れ 〃」噛馳れJ)之fヒ を・噛二を1ナノ＼才1、1司fヒ'4"～!{イ ダ

リ ノ イー をイ与).ぐ い る と`㌻)よF)は む・Lノ)、 そ れ.、 れv)

之fヒ を11忍酎)、 人こけ」にP、下り 、 撫 存 さ 刊 」=.)と い う自」象 で層、

;::こモ・り一イ ク 文こイヒとL、 ・オニと こ 〆ち'ξ層i』..

UB(一;,t,BC州 ξ・11∬1・の 医.its1"III・1哲「1」∫:部5'～ ド.)ト 、]ン

ト1'⊥1丹{lrを人こσ)・1・1・1しi疋ノく'}'『ξ'、1915で トしノ)倉1」」「1.ごトtl2プ)'1j∫r音 口、

8・JJ)艦 叫1りpア:十交、9・ つげ)li什'究戸'「を・1芋ら 、VCRIffげ)μq剖;、

/ヨ ー/ブiig山 丸に,,,き 菖㍉ノr=一!,,J)"ti立藷1紅二1立i崖し、990acru・s

4)キVン ハ 入 を1.4.,ぐ い.」….1.そ 」)中 に1.`、 辛斤でゆハ∫杓昌,吉

を悼/、`・ 造 ら れ オニNit・beMem・rial:arrlenも あ り却..

Uf3(':の 医 学 剖～に 入 る 為 に は 、 最 低;i年 ・屑1び)FaCulty

⊂レfScipncpま た はParultyofArtsをf傷1"C.た ヒでMC・

AT(TheMedicalG川 ρg←Admission「 「f・St>に 合 格

Lな け れ1∫ な り ま せ 〆し、、UBCヴ)医;,uTnよ4年 缶りで』、 自1「

半 がtt礎 医 学 、 後'ト が 臨 床 医 学 と な 一♪て い まaが 、 ・学

年 の 内 か ら 臨 床 のh】trodurtionが'あ り 、 ま た 、 臨 床 に 移

.}た こ学fl三で もrt礎 医 学 が 学 へ る 仕 糸且に な っ て お り、 患、

者 を 岱な カボら 臨」禾'1タミ・『診 を・』芦び 、'ピ・要iに:L邑 じ'ご基{礎L匁 雲享 も

学 へ る 剰 吹性 は 、 執 ・に学.、 べ き所 が あ る よ 一)に思 わ れ ま.1、、

UBCの 小 児 科 は 、 大学 び)ヤ ヤ ン ハ ス か ら 肉佳れ た 、VCR

市J)ほ1よIII央 に付二置 一1え～LiC'sChildren'slヨ 藍}gpita1の

中 に お り ま4,こ ♂)4・児 拉誰完は 、B(.:」 ・卜1(ノ)∫'一(ILにhhS1(ハ1蔦

い 医 療 サ ビ ス を提 供 す る 口 的 で 、4年 前 に 新 築 さ れ,

臨 床 と研 究 び)両 立 を 計 る ヒか ら も 、UliCの 研 究 者 の 殆

ん ど が 小 児 病 院 の(.;linicxlstaffと な ・.って い ま す 、、更 に 、

昨 年・1司雲交}也1人〕にResearchCρntPrが 建 て ら れ 、 活 動 を

開 始 し て い ま す,、 私 の い る 小 児 神 糸釜 部 門 は 、 小1兄 科0「)

Subdivision(7)1'.つ で9、 雫寺に 、 テ ン カ ン 、 筋 疾 患、、 発 」.毫

F章害 な ど のprojectか 組 ま れ.て い ま す 、,医 師 だ け で9な く 、

他 のParamedicalと の 連 繋 の 良 さ に は 感 心 させ ら れ.曇

した=ま た 、 日本 と比 べ.こD}slexiaの 患 児 力 多 い の が 日

に 付 き よ す..そ の 理 由 を私 な り に 考 え て み よ す と 、 こ の

孤ξ恋、け.基 本 白勺に1よCerebralDysfUnction〔 ケ朱にCere・

bralLatでraiizatil川 の 障 害)に よ.)て 起 こ り ま.4が 、

更 に 〔D早 一1ぎ1る#S〔育 「}月好11i寺期 一か ナ ダ で は.5k'か ら'1jノ:校

(hllulcrgardcn)に 通 う,.1～ 〕Eザ イ ク文 化 ・Multi-

h匙ngUd9ρ の 景う響 一f列 え は 、 父 親.は → ラ/ダ'語 、 母'親 は

'7ラ ン ス
1{吾、'家'15毫l/lu)」≒」重ILun1,ーラdunと し、『,ノ1=言ll言・i:興上亮び)

家 庭 が め ず らL.〈 な い 、/3)英 語 は 難L.い1亨 語 『C'、日 本 語

ほ とE'honcic'(=ヒ な い 、,等 の 因r・ に よ つ て,惹 起 さ れ る と

考'え ら れ ま 司.更 に 、 最 近 の カ ナ ダ'び)傾 向 と し て 、 欠 陥

J)な し、ヂf共'dな 才うt)L銑♪ビ:,oΦるlrli'r十=土勾,匹、1∫、1亀」、卜=ぴ)f-f兵iごtry

上 れ る教 育 ・社 会 事情 が.二 の 疾 患 のCare,ManaKNnumt

4複 雑 にLて 一い る 様 に 思 わ れ ま 電1・ つ の 疾 患、を 通1て

ウ ナ ゲ 挑 会 の 一面 を垣1閉 見 た 思 い が い た1..圭 した1.If一 供

u)発 」坐 ・b～と1乏白・見`芋 るノ1・り己季こf医 と し て 、 己父め て 単 に り芙り丙

呑・f台チ寮'か る オごけ で・な く 、Iri脚=～…に ゴーr共を・uXり1井iむ 嘱…」寛 し二も

目 を 向 け る必 要 性 を痛 感 ぎ 珪 ら れ て い ま す 、、

い づ れ に 翌.,よ、 あ と残 さ れ た 数 ヶHIRI、 出 来 る だ け 開、

聞 を ひ ろ め 、 広 い 視 野 か ら物 事 を 児 て き た い と思 っ.Cお

り よ 一㌃1.(ノ1、!尼 不斗1{薄 自巾〉
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第8回 卒業証書授与式

第8回 卒ee-Ac証書授 ワ式 は3月25印 火)101「寺30分 か ら本 学

体 育館 にお い て挙 行 され た、、

式 て冠,x、本学 室 内 合 奏団 に ょ る ク ラン ノ7のr凋 へ がL

れ 、 父 兄 ・教 職tfが 祝 福 す る中 で、y:か ら 卒業 生114

名(うt,女f'r"t:x名)の 一 人ひ とF〕に 卒 業証 書が 手渡

された 。

・・っい で学 長 か ら 「現 代 社 会・C'!.1,ひ とつ油 断 す れ ば医

帥 も 八 を傷'つけ る側 に回 りか ね な い。 医 帥の 使 命 は あ く

よで も、病 にII?し む 人 々 を助 け る こ とで あ る 、1と 門 出

に あた り、は な むけの 占 黛が贈 らねた 。

式終 了後 は 、 学 生 食堂 で祝 賀 会 が催 され 、和 や か な雰

囲 気 の)ち に、 卒業生 じ と って 大学 生 活 最後 の 一Hが 終

・,た、,

〔..,rJ'P)

子・位 記 授 与 式

3月25日(大)午 前9時30分 か ら 本学 第1会 議室 に おい て

大学院 医 学 研究 科 を修Jし た9名 に医 学 博 十 の学 位 が授

'」・さオ1f二c,

9名 の 氏 名 ・専攻 ・学位 論文 題 目は次 の とお りです 。

(学 生課)
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昭 和61年 度 入 学 式

1眉和61f卜 度 人学 式1よ、4月1】H〔Yl午 前10時 …か ら 本'j'r体

育館 に お'いて 挙行 され た 、

式C'は 、 新 人生120Y,Oち 女 デー学 生23名)を 代 表 し

てi'i'陽 ・郎 君 が1学11qそ の 他の 規 程 を遵 守 し勉 学 に励

み まllと 宣 誓,1っ い で学 長 か ら 「大学 の勉 強 の内 容 は

・定 び)纂準 に よ ・て 用意 され て い るが 、 それ を ど うiiilヒ

す るかは 、個 性 的 に 自山 に… …1と の式 辞 があ り、新 人

生 も自覚 を新 た に、k%生 活 の一.・歩 を星沓み 川 した,

(学生 課)
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、_ 「1・

… 鍬1■ 響 ・ 噸

慰:轄∵幅
騨 騨丁=。・オ マ～一

昭和61年 度入学者

氏 名
'f'身 校

氏 名 出 身 校

r書デ木陽 ・郎 東 京 田 浅野 克則 埼 一r川 越

浅間 俊之 函館 ハ げ一 ル 東 出直 札 幌 南

安 孫r・ 徹 旭 川 東 雨宮 聡 札 幌 南

荒川 卓哉 栃 木字 都宮 飯田 高久 札 幌 南

ノLl・嵐¥羽 旭 川 東 '目 ・嵐みゆ き 帯 広 柏 葉

石 川xf・ 岡 山 倉 十'c南 板谷 和美 旭 川 東

伊藤 秀行 札 幌 南 伊藤 昌理 岩 児 沢 東

伊藤 康裕 青森 弘 前 南 碓井d. 群 馬 前 橋

梅津 暁/ 札 幌 北 d:口 ゆ かり 埼[浦 和第一・好

遠藤 こず え 札 幌 旭Ii: 遠藤 寛ヂ 青 森 弘 前

大橋 誠 神,<-r川聖 光 学 院 大和田芳f 兵 庫 伊 丹

小笠原浩= 函 館 フ ・サ ー1L 岡田 昌生 函 館 中 部

岡村}二 祐 函 館 中}祁 小野塚 貴 札 幌 南

折居 史佳 旭 川 東 片田 彰博 旭 川 東
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研 究 室 紹 介
■R・1研 究施設 ■ 片桐 一

学内の共同利用施設として、昭和50年 に開設 された

RI(Hadi・Is⊂>tope)研 究施設≪.本 学の研究活動が

活発になると共に、これと並行 して盛んに利用されてい

ます。最近の医学研究は多様化 しそして技術革新の波が

ひしひしと押 し寄せ、この時の流れに対応出来るよう諸

種機器の整備を遅々ながらすすめています。生体内に極

く微量にしか存在しない物質の動態の解析には放射性同

位元素をトレーサーとして用いた研究が急速に増加 し、

又、生体内活性物質の検出、定量にはラジオ ・イムノア

ッセイが盛んに利用されています。これらの放射性同位

元素を使用 してすすめられる実験、研究は、法律で厳 し

く規制され、本学においてはRI研 究施設で行 うことが

決められています,,当研究施設は、放射性同位元素を使

用してすすめられる実験の共同利用施設であることは勿

論のこと、さらに放射線による生体の影響を解析する研

究にも対応するために、昨年度γ線照射装置が設置され、

動物、細胞等に及ぼすγ線の影響を解析し得るようにな

りました。近い将米には、生命現象の基本であるDNA

の解析が出来るような施設、設備を整えようとしてj]り 、

前運営委員長(大 河原 章教授)か ら引き継いで現施設

を拡張し(ア イソトープ・遺伝子実験実習センターの仮

称で申請中)、 研究活動が一層活発にそして円滑に行え

るよう計画 しております。

当研究施設では、運営委員長(病 理学第二講座)、 吉

田放射線取扱主任者(細 菌学構座)の 指揮のもとに、鹿

島、長原、田口各技官と中尾事務官が、放射線同位元素、

各種機器等の管理にあたり、2～3年 に1回 行われる科

学技術庁の恐怖の立人検査に合格するよう悪戦苦闘 しな

がら努力しております。当研究施設には種々の法的制約

がありますが、利用者のための研究施設である点を常に

考え、より良い実験環境作りを心掛けております。RI

利用に関して不明な点がありましたら管理室で気輯に相

談下 さい。

RI研 究施設を利用して、世界に誇れる研究成果が数

多く生まれることを望んでいます。

(RI研 究施設運営委員会委員長)

課 外 活 動報 告
シ リ ー ズ9

ス キ ー 部

東医体主管を終えて

第6学 年 大河原知水

35年 に1度 の不幸がやっと終わった。思えばこの2年

余の何と長 くまた忙 しかったことか。実を言うと、私が

実行委員畏になったのは、 「何かのはずみ」だったので

ある。

何かのはずみとはいえ、持たされる責任には変わらず、

身に余る光栄に、何度も押 し潰されそうになりながらも、

支えてくれたのは、東教授の暖い眼差しと、愛すぺき後

輩たち、力強い同僚の声、そして、東日本900名 のスキ

ーを志す医学生たちの励ましであったと思 う。

準備、当日には、富良野市、富良野スキー連盟、麓郷

中学校を始めとした多くの方々の支援に支えられ、何と

か全日程を終えることができた。

はたして、成功か?と 言われると、良くわからない。

大会に出場する選手ならば、優勝すれば、大成功なの

だろう。しかし、人会運営の立場からすると何をもって

成功 と言えばいいのだろうか?「 良い大会だった。」と

言ってくれる人もいた。しかし、必ず不満を持った人も

居るに違いないのだc+も う 度 やらせてもらえるなら、

いろいろやりなおしたい事もあるり

成功おめでとうなんぞと言ってくれる人も居たが、私

にはその言葉はくすぐったし㌔ 失敗ではないかもしれな

いが、すべての選手の満足を持って成功とするならば、

今回の結果は決して成功とは言えない。

ならば、成功なぞ有り得ない。

次期宅管校の方々も、絶対の成功なぞ有り得ない事を

胆に銘じて99,9%の 成功に向けて精進していただきたい。

そしてお世話になった多くの皆さんに心からの感謝を

申し上げてペンを押 くことにする。

(第28回 東医体冬季k会 実行委員艮)

藩

6



「

昭和61年 度の主な行事
今年度の主な行事は次のとおりです。

4月11日

4h21H-22H

6月12日 一一15円

9月3日

9月24H

}1脇1=28A31b

3月25H

入学式

新人生研修(第1同 目)

医k祭

体育大会

解剖体慰霊式

新入生研修(第2回 目)

第9同 卒業式

(学生課)

昭和61年 度運営組織
本学には、医学教育についての調査研究、教育課程の

編成、修学指導、撞業及び訥験の実施、単位の修得及び

履修、学籍関係等について審議する機関として教務委員

会があります,,

また、学生の厚生補導に関する調査研寵、学生の課外

活動、福利厚生等について審議する機関として厚生補導

委員会があります。

両委員会の昭和61年 度における構成は次のとおりです、、

(教務委員会)

委 員長 石橋

副委員長 牧野

委 員 岩渕

美甘

松嶋

宮岸

米増

(厚生補導委員会)

委q長

副委員長

委 員

宏(副 学長)

幹男(図 書館長)

郎

哉

一
.
勉

吉

次

和

少

祐

宏

雄
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汎

[
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農
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沢
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小

金
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'14塚 寿竜
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高橋 三郎
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昭和61年度新入生研修(第1回 目)

新入 生 諸 君 が1日 も早 く豊 か な大 学 生活 を送 れ るよ う、

新 人生 研修 が4h21H(月)・22H(火)の 両H、 午 後5時 か ら

7時 まで 第2・3・4セ ミナー 室 及 び和室 で 行 われ た、、

研 修 は、 新 入生 を8つ の グ ルー プ に分 け、1グ ル ー プ

を2名 の 教官 が担 当 して行 われ 、 新 入 生 は 自 己紹介 及 び

懇 談 を通 じて 、学 生 生活 の指 導 ・助 言な ど を受 けた。

(学 生 課)

Fヒ驚1翔

・1膿

ご驚

～

Lb阿

磯

灘

・簸

轡
霧

スポーツ安全協会傷害保険の加入について

課外活動中の事故の増加に伴い、事故発生に備えて補

償対策の確立が必要となって来ており、こうした要望に

こたえた保険が"ス ポーツ安全協会傷害保険"で す。

○本保険に加入できる団体………スポーツ団体及びその

他の杜会教育団体で、指導監督者を置き、10名 以上の団

体員で構成されている団体

○加人受付期間………本学での受付は昭和62年1月16日

まで

.区

第1

ぼ

1
錨

ー

た

団

一

種2第

鐵

嫁

体

羅
鵬

盤
翻
騰

険保と料険保●

一 「

分 対象となる団体

種

種

(学生)
録 また
いる団
スポー

体一

H

C

文化系団体
一

(第2種 以 外の スポー ツを行 う団 体)

サ イク リング等

A
}7

a

C

III岳等
一

空手 ・柔道 ・合 気道 ・スキー ・ラ グビー

サ ッか ・等

剣道 ・弓道.rq球 ・庭球 ・バ ス ケッ トボ ール

バ レ『ボー ル ・バ ドミン トン ・陸 上競 技

水泳 ・ゴ ルフ ・ボ デ ィー ビル等

区 分
保険料

(年間)
一.

死亡 ・後遺

陳害保険金
一 」

1.200万 円

入

口

第1種
a

c

420円
匿匿

1.040円

第2種

A 18,240円

B

一一一一
4,300円

C 1,570円
一 一

入院保険金

額

3,700円

通院保険金

日 額

1.000円

○保険期間………加入予続完rの 翌日の午前0時 から昭

和62年3月31日 午後12時 まで

なお、詳 しくは学生課学生係にお尋ねください。

(学生課)



課 外 活 動 短 信
第28回 東H本 医 科学 生 総 合体 育 大 会 〔冬季 ス キー部 門 〉

温 一・鰻 富 良野 市

男f4憂 月券:旭 医k、2f立:1ヒ 大、3f立:ネ し医 大

な子 優 勝:旭 医 大 、2位:札 医 大 、群 大、 女fl'tik

(男f)メ(回 転1位:蔦 原 祥(6年)

3位:木 ノ内基 史(5年)

回 転1位:木 ノ内 基 史(5年)

2f藍:,蔦1京 孕羊(6年)

15kmX(⊃lrr:石lid毎 女上並(6㍍ 宅)

2位:岡 井 隆 広(6年)

8kmX(二1f疏:石1垢{敏 辻宣(6fr)

2位:岡 井 隆 広(6年>

3f、ケ:f-「 井 薫 〔5で「)
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IDE

昨`葬教 務 委 員 会の指 示 でlDEに 出 席 する機 会を得 た,

lDEセ い)名 前 は 私 に と っーご初=耳で層あ つ た が、 詳 しい

こ とはつ い聞 きそび れ て実 体 が わか ら ない ま ま 会議 に出

る仕 儀 とな っ た 、その あ と いろ い ろ聞 い ζみ る と、存 外

IDEは 知 らな い 八が 多い よ)で 、 この機 会 に少1.紹 介

して み る こ とに した 、、

会,i義a)ハ ンフ レ ッ トに よ る と、inr:と はINSTITUTE

ドORnrmoctiAtu;El)UCATION(民 一仁教 育 協 会)

の略 で あ る。"民一左教 育"と い)と 、何 か思 想的 な偏 向 を

≠ゾ,け1f乍を」山充學さtrる が 、「葵1;祭1二に仁そ う'C'1よな く、 ま)

た く中 、Zll勺な民 間 の機 関 で あ)た..民L教 育 協 会の"li

じ'は1璽1{設当時 流 行Lた 接 頭語 が その ま ま居座 ・,たもの

ら しL、.i954fト び)yl」凱と ㌧、)カ・`h}、、う・な り1し 、lf匪史 と+l/in

革 を も,わ けC'、 そ(ノ)初fC会長1よ高 名な蝋01政 道 完生C'

あ 衝,協 会創 設 の趣 旨 苔 をみ る と 、 「教 育 を通 し(わ が

国 に 真の民 仁1=.一を石崔、"=し、 そ のmN及 を は か るこ と を目

rl勺とLぐ 、掌 校 教f」㍉ ノく学 教 育 の諸 問題 α)解決 ・改 誇 を

1.tしめ 、市民 教 育 ・成 人教 育等 の 広 い 分野 にわ た り、 い

ろ い ろ な 事裳活 動 を行 う」 とあ り、1972年 の 規約 改 止 で

は 、 さらに 「高 等教 育へ の 貢南犬1か1τ和在認 ざれ 、 これ を

嚢業♂)・貢点 とす るこ とが 決 め られ でい る.

さて、昨 年北 大で 開 かれ た 会1議の1:題 は 吟 ・Hの メく掌

生」 で、副 題 は 「教 帥 か らみ た学 生 像 と学 生 か らみ た学

ノkf象It並 〕.,流二、、_二才/しよ、王見ftび)'診生f象ζ二造,、レ:一,し、・〔孝交

師 と学'仁の 問 に あ る ギ 、・ヅ ノに教 師 が ど うkt応Lた ら 圭.

い か を 多角向勺に言寸、論 し、大掌;S(育 び)～舌性fヒ を1割ろ)と ポ

るもの で あ ・った、,出席 者は道 内 の 諸 大学 、高 専、高 校 の

先生 が た で、 総 勢38名 であ.・た、、

会言義で は教 育t見土易て▽)i'iTを 反日央し ぐか、1,も に1見代

学 生 の ネ がテ ィブな側 面 が強 調 され て話 題 の 中心 と な り,

そ れ に対 〔.C教 師 が どの よ うに対 応 す べ きか活 発 に議 論

されな 、昨 今の学 生 に共通4る 気 質 と して 、幼!1化 の傾

向 がつ よ ま 一,てい ろ と か、底 抜 けに 明 るくみ える けれ ど

も実 は こ れは 他 人の 痛 み を感 じない よ)に 育.,て い る た

め であ ると か、 気楽 な友 人とL(び)横 のつ なが りは 好 む

が 先輩 と後 輩 、教 帥 と学 生 と い.・た 縦 の つ なが りは 好 ま

な い とか 、 二の よ うな傾 向 は学 生 の 大 衆化 に よ る もので

あ る とか 、 さ ま さま な視点 か ら さ 上 さま な問題 点 が指 摘

された 、

高校 や高 導び)先生 のnlrlをきい て い ると、 そ の'肇生f象は

私 た ちが 日頃 大学 で 感 じて い る も,のとほ とん と1司しよ)

て＼'r=`t三1よ大こ学 に き犬一力・らと し、っ て†各レ弼変fヒ{」b覧土壷も し

ない.よ うに思 わ れ な八 とな く気 落 ちLた 気 分 に な,た1,

苔干 興昧 をひ い たの は 、 高校 と高 厚 で1.k教 師 がみ ん な同

しょ うな考 え方 でr_の 指 導 に、す)たらな い と学 生 に戸 惑

いが生 じ孝交ff受力果 力{あが らない とい)二 と`6あ ・,た、..こ

の 観点 か ら教 育 ノノ針 の 統 ・が きわ め て 亟要 な こ と と しc

Lき りに強調 された..二 れは 至極 も ・,ともな 二意 見の}、

うに思 われ 、 大学 で もその 学 生 像 は高 校 義ひlf'1噸とr.aELI白'J

に違 わ な い とd』れ ば1司じこ とが い え そ うなもu)な の に 、

メぐ1三:f則か らこ れ に「司[周す る声 は ほ と/㌔,レきか れ なか ・♪た..

大学 に は 彰様 な価f直観 の 共存 を許 し助 長 す る気1・鼠が あ ・1

で、 そ れ がr'一 の 基本 的 な"些場 で あ る とみ るpえ ノ∫が根

強 く存存 寸る か ら 、教 師 の 問 で教r`i/i針 を ・定 ノ∫向 に統

一しよ)と3`る 姿 勢 につ よし・異 和感 を もつの:よ当 然σ)こ

とカ・も し才/なL}「 そ うノ「三と一4'才/1よ＼ 「1;∫=ノ柱力・さま ざ よ1二1」㌔き

・,た価 値 観 を もつ 教 師1▼出 会い ∴ れ に/'aikい なが ら成 長

して い くの が大 掌教 育の 本来 の姿 で あ る とみ る 、二とt,で

民よ)IDE;よ 日頃rki`を 考 える 二とJ)少 な い私 に 、

なに かLら そプ)機 会・を 与 え で くれ た よ)で あ る
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